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し
つ
け
な
ど
を
養
う
道
徳
教

育
を
通
し
て
、
人
間
と
し
て
の
資

質
の
向
上
は
十
分
に
果
た
せ
る
こ

と
か
ら
、
今
後
も
、
人
間
と
し
て

の
生
き
方
を
身
に
つ
け
、
実
践
で

き
る
児
童
・
生
徒
の
育
成
の
た
め
、

さ
ら
な
る
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

家
庭
教
育
が
人
間
形
成
の
根

幹
を
な
す
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

く
、
そ
の
責
任
と
役
割
を
明
確
に

す
る
必
要
が
重
要
で
あ
る
が
、
現

実
は
年
々
家
庭
教
育
力
の
低
下
が

見
ら
れ
る
。
教
育
委
員
会
の
対
応

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

保
護
者
会
や
学
校
だ
よ
り
等

を
通
じ
、
家
庭
で
の
取
り
組
み
を

伝
え
る
こ
と
。
ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
や
地
域
公
民
館
と
共
催
事
業
で

家
庭
教
育
学
級
を
開
催
す
る
な
ど
、

今
後
も
、
各
取
り
組
み
の
充
実
を

図
り
、
家
庭
教
育
力
の
向
上
に
努

め
て
い
き
た
い
。

小
中
一
貫
教
育
・
連
携
教
育

の
議
論
は
ど
こ
ま
で
深
ま
っ
た
か
。

今
年
度
は
、
全
中
学
校
区
ご

と
に
連
携
校
を
区
分
け
し
た
中
で
、

連
携
推
進
会
議
等
の
開
催
や
、
学

校
区
独
自
に
指
導
内
容
を
協
議
す

る
な
ど
、
よ
り
具
体
的
な
取
り
組

み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

が
４
年
ぶ
り
に
全
員
参
加
で
行
わ

今
後
、
駅
周
辺
の
市
有
地
や

民
間
の
低
・
未
利
用
地
の
活
用
も

含
め
、
市
民
か
ら
多
く
の
意
見
を

伺
い
な
が
ら
、
総
合
的
か
つ
一
体

的
に
整
備
方
針
を
検
討
し
て
い
く
。

●
総
合
公
園
プ
ー
ル
跡
地
利
用

総
合
公
園
プ
ー
ル
に
つ
い
て

は
、
老
朽
化
等
の
理
由
に
よ
り
、

平
成
24
年
度
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ

た
が
、
跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
、

市
民
要
望
の
多
い
サ
ッ
カ
ー
場
を

建
設
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
考
え

て
い
な
い
場
合
、
子
ど
も
達
が
遊

べ
る
遊
園
地
や
動
物
園
な
ど
の
施

設
を
建
設
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は

ど
う
か
。

市
で
は
、
本
年
４
月
に
庁
内

に
お
い
て
行
田
市
総
合
公
園
施
設

再
整
備
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、

検
討
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
、
10
月

末
ま
で
に
跡
地
利
用
の
方
針
を
決

定
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
議
員
提
案
の
２
件
に
つ

い
て
は
、
貴
重
な
意
見
と
し
、
今

後
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
も
取

り
入
れ
な
が
ら
、
魅
力
あ
る
公
園

と
な
る
よ
う
検
討
を
重
ね
て
い
き

た
い
。

〔
そ
の
他
の
主
な
質
問
〕

○
小
型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
制
度

し
っ
か
り
と
し
た
情
報
提
供
を
行

い
、
地
域
住
民
の
方
か
ら
要
望
や

意
見
を
伺
い
、
理
解
を
得
な
が
ら

計
画
を
進
め
て
い
く
。

行
田
市
の
特
色
あ
る
教
育
の

強
化
及
び
行
田
市
の
人
材
を
生
か

し
た
外
部
講
師
や
特
別
授
業
等
の

強
化
を
望
む
が
ど
う
か
。

「
ふ
る
さ
と
学
」
や
「
寺
子
屋

事
業
」
を
中
心
に
、
地
域
の
皆
様

の
ご
協
力
を
頂
き
、
地
域
に
あ
る

文
化
財
や
教
育
資
源
を
生
か
し
な

が
ら
、
行
田
市
に
誇
り
の
持
て
る

特
色
あ
る
教
育
実
践
を
推
進
し
て

い
く
。徳

育
・
修
身
教
育
の
強
化
を

望
む
が
ど
う
か
。

教
育
の
狙
い
は
「
人
格
の
完

成
」
に
あ
る
。
道
徳
教
育
を
心
の

教
育
の
中
心
に
据
え
、
全
教
育
活

動
の
中
で
徳
育
の
充
実
・
推
進
を

し
て
い
く
。

大
人
に
な
る
自
覚
を
深
め
、

個
人
の
自
立
や
目
標
を
立
て
る
「
立

志
式
」
を
提
案
す
る
が
ど
う
か
。

現
在
、
学
校
で
は
、
キ
ャ
リ

ア
教
育
を
中
心
に
個
人
の
自
立
を

促
す
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
考
え
の
も
と
「
立
志

式
」
に
つ
い
て
も
研
究
し
て
い
く
。

〔
そ
の
他
の
主
な
質
問
〕

○
武
道
教
育
必
修
化

子
ど
も
達
を
取
り
巻
く
環
境

も
大
き
く
変
容
し
て
お
り
、
親
の

価
値
観
は
多
様
化
し
、
地
域
コ
ミ

ュ
ミ
テ
ィ
も
残
念
な
が
ら
脆
弱
に

な
っ
て
き
て
い
る
。

以
前
は
、
地
域
の
人
に
注
意
さ

れ
、
親
に
怒
鳴
ら
れ
な
が
ら
も
し

つ
け
を
身
に
つ
け
て
き
た
が
、
今

は
身
に
つ
い
て
い
な
い
子
ど
も
が

多
く
な
る
。
自
己
中
心
的
で
努
力

を
嫌
う
傾
向
の
子
ど
も
達
で
あ
る
。

現
状
を
踏
ま
え
、「
人
間
の
資

質
の
向
上
」
の
意
味
合
い
が
強
い

「
修
身
教
育
」
に
つ
い
て
、
教
育

委
員
会
の
考
え
は
。

市
内
小
中
学
校
の
児
童
・
生

徒
数
減
少
に
よ
る
統
廃
合
に
つ
い

て
、
平
成
20
年
に
行
田
市
公
立
学

校
通
学
区
域
等
審
議
会
か
ら
答
申

を
受
け
た
後
の
経
過
と
結
果
に
つ

い
て
、
中
長
期
を
見
据
え
た
大
局

的
な
計
画
は
あ
る
の
か
。

ま
た
、
統
廃
合
後
の
地
域
防
災

拠
点
と
し
て
の
対
策
や
周
知
は
。

答
申
を
受
け
平
成
20
年
に
策

定
し
た
「
行
田
市
公
立
学
校
再
編

成
計
画
」
に
基
づ
き
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
。
本
計
画
は
、
複
式

学
級
の
解
消
を
主
眼
に
置
い
た
も

の
で
あ
る
が
、
今
後
に
お
い
て
は

少
子
化
が
さ
ら
に
進
む
と
予
想
さ

れ
る
中
で
、
長
期
を
見
据
え
て
、

将
来
的
な
施
設
の
更
新
等
も
視
野

に
入
れ
、
単
な
る
統
廃
合
で
は
な

く
抜
本
的
な
再
編
成
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
学
校
は
災
害
発
生
時
に

は
地
域
防
災
拠
点
と
し
て
様
々
な

役
割
を
担
っ
て
お
り
、
市
や
市
民

の
大
切
な
財
産
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

教 育 環 境

小
中
学
校
の

統
廃
合
及
び

特
色
あ
る
学
習

柿

沼

貴

志

（
新
政
策
研
究
会
）

学 校 教 育

「
修
身
教
育
」

「
小
中
連
携
教
育
」

「
全
国
学
力
テ
ス
ト
」
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）


